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東海第二発電所の出力低下について 
 

 当社、東海第二発電所（沸騰水型軽水炉、電気出力１１０万キロワット）は、定格出

力で運転中のところ、本日１６時２４分頃、タービン駆動原子炉給水ポンプ（Ａ）の封

水出口配管よりシール水の漏えいが認められたため、補修作業のためにタービン駆動原

子炉給水ポンプ（Ａ）から電動駆動原子炉給水ポンプ（Ａ、Ｂ）への切替えを実施して

いたところ、原子炉水位の低下により、発電機出力が 約７１万５千キロワットに低下

しました。 
原因については、現在調査中です。 
なお、本事象による外部への放射能の影響はありません。 
 

以上 
 
 
 
（経済産業省によるＩＮＥＳの暫定評価尺度） 
基準１ 基準２ 基準３ 評価レベル 
－ － ０－ ０－ 

 
 
 
 
添付資料１ 東海第二発電所 主要系統概略 
添付資料２ 東海第二発電所 系統概要図 
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